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１ 総括評価 

 

(1)趣旨 

美しい県土づくりをさらに進めるため、

景観形成の目指す姿、主要方策、行動計画

等を示すとともに、これらが確実に実施さ

れるよう体制や仕組み、ルールづくり等の

マネジメントを重視した「ふじのくに景観

形成計画」を、平成 29 年３月に策定・公

表しました。（計画期間 H29～H38） 

本計画に位置付けた 92 の事業・取組の

進捗状況について、評価を実施し、評価結

果を踏まえ、次年度以降の事業・取組を推

進していきます。 

 

 
 
(2)評価結果 

９２の事業・取組のうち、２事業・取組（2.1％）は「Ｓ：計画以上の進捗が得ら

れている」、８３事業・取組（90.2％）は「Ａ：計画どおり進捗している」となり、

約９割の事業・取組が順調に進捗しているという評価結果となりました。 

なお、６事業・取組は進捗に遅れが見られますが、計画期間内には完了する予定

となっています。 

 

  

S A B C - 計

1 広域景観形成をさらに加速させる 1 11 2 0 0 14

2
国内外に誇れる高質な公共空間を
形成する

0 12 1 0 0 13

3
静岡の景観を全ての地域から
底上げする

1 31 2 0 0 34

4
ありとあらゆる機会を活用して
景観形成に取り組む

0 7 1 0 0 8

5
自立した持続性のある県民・事業
者に根ざした景観形成を進める

0 20 0 0 1 21

6 景観形成をマネジメントする 0 2 0 0 0 2

2 83 6 0 1 92計

　　　　　　　　　　　　評価区分
主要方策

 

目指す姿 
「ふじのくに回遊式庭園」 

景観形成を進めるための 
６つの主要方策 

行動計画(Ａ) 

 

景観形成を 

主目的とする 

事業・取組 

（29） 

行動計画（92）  

 行動計画(Ｂ) 

 

景観に配慮して 

行う事業・取組等 

 

（63） 

ふじのくに景観形成計画の構成 
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評価区分の割合 

 

 

  評価区分 
評価 内容 

Ｓ 計画以上の進捗が得られている 
Ａ 計画どおり進捗している 
Ｂ 進捗に遅れが見られるが計画期間 ※内に完了予定 
Ｃ 進捗に遅れがあり計画期間 ※終了後に完了予定 
－ 当該年度（Ｈ29）計画なし 

※ふじのくに景観形成計画の計画期間（平成 29年度～38年度）または、事業・取組のスケジュールで示され

ている計画期間のうち、短い期間の方 

 

 

(3)今後の対応 

今回の評価で得られた要因分析結果や改善点を踏まえ、本計画に掲げた景観形成

の目指す姿「ふじのくに回遊式庭園」の実現に向け、今後も県民、事業者、市町等

の多様な主体と連携・協働して取り組みます。 

また、県が担うべき役割「景観形成を“けん引”、“調整”、“支援”」するため、富

士山、伊豆半島、大井川流域・牧之原大茶園等の７つの広域景観の景観形成、公共

施設や公共空間におけるモデル的な景観形成、景観形成の中心的な役割を担う市町

や景観形成の主役である県民等に対する支援を推進していきます。 

今回の評価結果は、県ホームページに公開するなど、県民に対して積極的に広報

していきます。 

  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

計

方策6

方策5

方策4

方策3

方策2

方策1

2



２ 個別評価 

 
（はじめに） 

主要方策の事業・取組は、内容が多岐にわたるため、一律に進捗管理を行うので

はなく、以下の選定フローに従って、進捗管理を行うこととしています。 

 
（ふじのくに景観形成計画 89頁） 

 
  評価区分 

評価 内容 
Ｓ 計画以上の進捗が得られている 
Ａ 計画どおり進捗している 
Ｂ 進捗に遅れが見られるが計画期間 ※内に完了予定 
Ｃ 進捗に遅れがあり計画期間 ※終了後に完了予定 
－ 当該年度（Ｈ29）計画なし 

※ふじのくに景観形成計画の計画期間（平成 29年度～38年度）または、事業・取組のスケジュールで示され

ている計画期間のうち、短い期間の方 
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(1)行動計画（Ａ）評価結果 

２９の事業・取組のうち、２事業・取組（6.9％）は「Ｓ：計画以上の進捗が得ら

れている」、２４事業・取組（82.8％）は「Ａ：計画どおり進捗している」となり、

約９割の事業・取組が順調に進捗しているという評価結果となりました。 

なお、３事業・取組（10.3％）は進捗に遅れが見られますが、計画期間内には完

了する予定となっています。 

次頁以降に事業・取組ごとの評価結果を示します。 

 

 
 

 

 

 

S A B C - 計

1 広域景観形成をさらに加速させる 1 8 2 0 0 11

2
国内外に誇れる高質な公共空間を
形成する

0 4 0 0 0 4

3
静岡の景観を全ての地域から
底上げする

1 6 1 0 0 8

4
ありとあらゆる機会を活用して
景観形成に取り組む

0 1 0 0 0 1

5
自立した持続性のある県民・事業
者に根ざした景観形成を進める

0 3 0 0 0 3

6 景観形成をマネジメントする 0 2 0 0 0 2

2 24 3 0 0 29

　　　　　　　　　　　　評価区分
主要方策

計

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

計

方策6

方策5

方策4

方策3

方策2

方策1
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行動計画（Ａ）評価書の見方、構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①評価 

評価区分に基づく担当課の自己評価結果 

 

②平成 29年度の実績・成果 

計画内容に対する平成 29年度の実績・成果（Ｈ30.3.31現在） 

 

③要因分析・改善点 

実績・成果が得られた（あるいは得られなかった）要因の分析、実績・成果が

得られていない場合は、事業・取組の改善点 

 

④今後の予定 

②、③を踏まえた平成 30年度以降の予定 

  

① 
② 

③ 

（左頁）計画内容 （右頁）実績、今後の予定等 

④ 

5



行動計画（Ａ） 評価結果一覧表

1 広域景観の形成 A 交通基盤部 景観まちづくり課

2 富士山広域景観の形成 A 交通基盤部 景観まちづくり課

3 伊豆半島広域景観の形成 A 交通基盤部 景観まちづくり課

4 大井川流域・牧之原大茶園広域景観の形成 A 交通基盤部 景観まちづくり課

5 駿河湾、浜名湖、旧東海道、国土軸広域景観の形成 A 交通基盤部 景観まちづくり課

6 清水海岸（三保地区）の景観改善の取組 A 交通基盤部
河川企画課

河川海岸整備課

7 三保松原の松林保全技術支援事業 S 経済産業部 森林整備課

8 富士山周辺地域における無電柱化の推進 B 交通基盤部 道路企画課

9 伊豆半島における屋外広告物対策 A 交通基盤部 景観まちづくり課

10
「安全・快適の道」緊急対策事業
（旧伊豆地域緊急森林整備事業）

A 経済産業部 森林整備課

11 伊豆地域における無電柱化の推進 B 交通基盤部 道路企画課

12 公共施設整備における景観形成の推進 A 交通基盤部 景観まちづくり課

13 公共施設整備のデザイン協議の推進 A 交通基盤部　他
景観まちづくり課

各公共施設整備担当課

14 屋外広告物行政の推進 A 交通基盤部 景観まちづくり課

15 屋外広告物行政への民間活力導入 A 交通基盤部 景観まちづくり課

16 市町の景観行政団体への移行・景観計画の策定支援 A 交通基盤部 景観まちづくり課

17 観光地エリア景観計画の策定支援 A 交通基盤部 景観まちづくり課

18 景観重要公共施設の指定支援 B 交通基盤部　他
景観まちづくり課

各公共施設整備担当課

19 専門アドバイザーの派遣 S 交通基盤部 景観まちづくり課

20 美しい茶園でつながるプロジェクト A 経済産業部 地域農業課

21 農村景観保全への取組について A 経済産業部 農地整備課

22 ふじのくに美しく品格のある邑づくり A 経済産業部 農地保全課

23 豊かな暮らし空間創生の促進 A くらし・環境部
住まいづくり課
公営住宅課

24
主要方策４

ありとあらゆる機会を活用して
景観形成に取り組む

県費助成や許認可を通じた景観形成 A 交通基盤部　他 景観まちづくり課
県費助成・許認可制度所管課

25 景観形成活動の動機を高める普及啓発の推進 A 交通基盤部 景観まちづくり課

26 景観形成を担う人材の発掘・育成 A 交通基盤部 景観まちづくり課

27 景観形成を支える財源の確保・支援 A 交通基盤部 景観まちづくり課

28 景観形成推進コーディネーターの養成 A 交通基盤部 景観まちづくり課

29 多面的なモニタリングの実施 A 交通基盤部 景観まちづくり課

主要方策６

景観形成をマネジメントする

No 主要方策 事業・取組名 部局名 担当課評価

主要方策１

広域景観形成を
さらに加速させる

主要方策２

国内外に誇れる
⾼質な公共空間を形成する

主要方策３

静岡の景観を
全ての地域から底上げする

主要方策５

自立した持続性のある
県民・事業者に根ざした

景観形成を進める
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(2)行動計画（Ｂ）評価結果 

６３の事業・取組のうち、５９事業・取組（93.7％）は「Ａ：計画どおり進捗し

ている」という評価結果となりました。 

なお、３事業・取組（4.8％）は進捗に遅れが見られますが、計画期間内には完了

する予定となっています。 

次頁以降に事業・取組ごとの評価結果を示します。 

 

 

 

 
 
 

S A B C - 計

1 広域景観形成をさらに加速させる 0 3 0 0 0 3

2
国内外に誇れる高質な公共空間を
形成する

0 8 1 0 0 9

3
静岡の景観を全ての地域から
底上げする

0 25 1 0 0 26

4
ありとあらゆる機会を活用して
景観形成に取り組む

0 6 1 0 0 7

5
自立した持続性のある県民・事業
者に根ざした景観形成を進める

0 17 0 0 1 18

6 景観形成をマネジメントする - - - - - -

0 59 3 0 1 63

　　　　　　　　　　　　評価区分
主要方策

計

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

計

方策5

方策4

方策3

方策2

方策1
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行動計画（Ｂ）評価書の見方、構成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①平成 29年度実績 

計画内容に対する平成 29年度の実績・成果（Ｈ30.3.31現在） 

 

②評価 

評価区分に基づく担当課の自己評価結果 

 

③今後の予定 

①を踏まえた平成 30年度以降の予定 

 
  

（左頁）計画内容 

① ② ③ 

（右頁）実績、今後の予定等 
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行動計画（Ｂ）評価結果一覧

1
定点観測地点からの
展望景観の観察

地元市町による県内11箇所における定点観測により、
視界に入り込む阻害要因について把握する。

文化・観光部 富士山世界遺産課

2
ぐるり富士山風景街
道（日本風景街道）の
取組推進

国や関係市町との連携を密にした、地域主体の活動に
参加し、広報などの側面支援を実施する。
富士山の包括的な道路景観管理に向けた継続的な検
討・取組を実施するとともに、例年10月の１か月間を「ぐ
るり富士山風景街道一周清掃」として、富士宮市朝霧地
区を中心とした清掃活動を実施していく。

交通基盤部 道路企画課

3
駿河湾の世界で最も
美しい湾クラブ関連
事業の推進

沿岸市町や加盟他湾との連携・協働による国内外への
情報発信を行う。

交通基盤部 港湾企画課

4
清水都心ＷＦ地区開
発基本方針の策定

物流機能移転、大型客船受入環境整備、防潮堤整備、
緑地整備を行う。

交通基盤部 港湾企画課

5
東静岡周辺地区「文
化力の拠点」形成検
討事業

「文化力の拠点」の形成にあたり、眺望・景観へ配慮す
る。

文化・観光部 政策監付

6
日本平山頂シンボル
施設の整備

文化財保護法、県立自然公園条例及び静岡市景観条
例に基づき眺望施設を整備する。

文化・観光部 観光政策課

7 無電柱化の推進
市町の策定する景観計画等を踏まえつつ、道路管理者
と電線管理者、地元自治体と連携・調整して、実施箇所
の選定を図り、無電柱化の推進に努める。

交通基盤部 道路企画課

8
わかりやすい道案内
の推進

主要な観光地において、観光施設等を案内する標識の
多言語化（４ヶ国）を実施する。
道路案内標識の英語表記ルールを統一し、改善する。

交通基盤部 道路保全課

9
津波対策「静岡方式」
の推進

伊豆半島沿岸10市町にて、市町と連携し、地域住民や
漁業関係者等、様々な立場の方々の参加による津波対
策地区協議会において、地域の特性を踏まえた最も相
応しい津波対策の検討を行い、方針を決定する。

交通基盤部 河川企画課

10
景観デザインの基本
方針に基づいた防潮
堤整備の実施

防潮堤本体工事の進捗に併せて利活用等に資する施
設を整備する。

交通基盤部 河川海岸整備課

主要方策２

国内外に
誇れる
高質な

公共空間
を形成する

計画期間中（H29～H38）の
主な事業・取組予定

担当課部局名No 主要方策 事業・取組名

主要方策１

広域景観
形成を

さらに加速
させる
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定点観測地点からの展望景観に係る阻害要因は確認されず、その
内容は、平成28年度経過観察指標に係る年次報告書として平成30
年3月開催の富士山世界文化遺産協議会において承認された。

A
今後も引き続き経過観察を実施することで、展望景観の
阻害要因を早期に把握し、負の影響を未然に防止する。 1

10月から11月までの２か月間をぐるり富士山風景街道一周清掃期
間として、地域住民、NPO、企業と行政の協働の下、富士山周辺の
道路環境美化活動を実施した。

A
平成30年度も、10月を一周清掃月間として、各地・各団体
が清掃美化活動を実施する。

2

・「湾クラブ」加盟記念イベントとして、駿河湾フェリーを使い伊豆半
島のモニターサイクリングツアーを実施。
・マックスバリュ東海㈱とサッポロビール㈱と連携し、サッポロ生ビー
ル黒ラベル「駿河湾缶」を企画販売し、駿河湾をPR。
・沿岸11市町担当者による第1回駿河湾連携組織立上準備会を開
催した。

A
駿河湾をブランド化し、湾クラブの理念を実現していくうえ
で必要な組織体制や手法について検討を行う。 3

・昨年７月に「国際旅客船拠点形成港湾」の指定をうけ、12月に「清
水港国際旅客船拠点形成計画」を策定、本年3月に連携するクルー
ズ船社と「清水港クルーズ拠点形成協定書」を締結
・昨年11月に、デザイン専門家会議を開催し、エリアの模型を基に、
施設整備などについて議論を進めた
・物流機能の移転として、上屋新設、機能移転が完了新設した上屋
は「みなと色彩計画」に諮り建設。

A

清水港の類稀なる美しい自然景観などの「場の力」を活か
したデザインにより、長期にわたって色あせない魅力的な
空間・景観形成をめざし、日の出地区から江尻地区の津
波対策を進めるとともに、国際クルーズターミナル整備な
ど賑わい創出の場として日の出地区の整備を進めていく。

4

「文化力の拠点」プロジェクトチーム内に設置した空間構成・景観タ
スクにおいて、関係課とともに眺望・景観計画などの検討を実施し
た。

A
静岡市が作成した東静岡地区景観形成基本方針などを
踏まえ、眺望や景観に配慮した施設となるよう、施設整備
計画の検討を進める。

5

平成29年6月に文化財保護法（名勝日本平の現状変更）の許可を受
け、10月から工事に着手した。 A 平成30年秋に施設整備が完成し、開館する予定。 6

次期無電柱化推進計画（県計画）の策定に先立ち、候補箇所を整理
した。 B 次期無電柱化推進計画を早期に策定する。 7

景観に配慮した標識（茶板）の多言語化（４ヶ国語）を実施した（２
基）。
英語表記の改善に先立ち、現状調査を実施した。

A
引き続き、標識の多言語化及び英語表記の改善を実施す
る。

8

・津波対策「静岡方式」は、○地域の歴史・文化・風土及び暮らしに
根ざす、○自然との共生及び環境との調和との両立を目指す、○地
域の意見を取り入れ、市町との協働で推進する、これらの点に留意
しながら、県下全域で展開している。
・特に伊豆半島では、50の地区協議会で検討を重ね、熱海市、伊東
市、下田市の18地区において「津波対策の方針」を、さらに賀茂地
域の5地区1箇所においてハード対策のみを記載した「津波対策の
方針」が取りまとまった。
・この中には、観光（景観）や産業（漁業）への影響等を勘案し、新た
な整備をしない方針とした地域や、レベル１津波高さを下回る整備と
する方針とした地域を含まれる。

A

・その他の地区においても住民等との合意形成を加速さ
せ、津波対策の方針を取りまとめる。
・施設整備は、調査・設計が終了し、地元調整が整った箇
所から順次工事を進めていく。

9

防潮堤完成後の利活用や配慮すべき事項について策定した「景観
デザインの基本方針」に基づき、現状の機能を極力維持することとし
ており、防潮堤本体工事の進捗に合わせて、斜路、階段の整備を実
施した。

A
引き続き、防潮堤本体工事の進捗に合わせて利活用等に
資する施設を整備する。

10

平成29年度実績 評価 今後の予定 No
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計画期間中（H29～H38）の
主な事業・取組予定

担当課部局名No 主要方策 事業・取組名

11
津波避難誘導標識の
設置

静岡県津波避難標識指針による統一規格に基づく分か
りやすい標識の設置を推進する。

危機管理部
危機情報課
危機政策課

12
公共建築物等での県
産材利用促進

木材需要拡大庁内会議、地域連絡会、県産材利用講習
会・セミナー、ふじのくに木使い建築施設表彰を開催す
る。

経済産業部 林業振興課

13
産業廃棄物適正処
理・不法投棄対策事
業

不法投棄の撲滅等を図るため、不法投棄の監視パト
ロール等を実施する。

くらし・環境部 廃棄物リサイクル課

14
不法投棄未然防止緊
急対策事業費助成

廃棄物の不法投棄の未然防止に資する事業を実施する
市町に対し、設置費用を助成する。

くらし・環境部 廃棄物リサイクル課

15
多自然川づくりの推
進

河川整備を行うにあたっては、多自然川づくりを基本と
し、多自然工法の検討を実施する。

交通基盤部 河川海岸整備課

16
養浜を主体とした侵
食対策の実施

計画量の養浜の継続と必要最小限の構造物の設置を
実施する。

交通基盤部 河川海岸整備課

17
海岸漂着物等対策事
業費助成

海岸漂着物等の回収・処理及び発生抑制を行う市町に
対し、環境省の地域環境保全対策費補助金（海岸漂着
物等地域対策推進事業）を活用し、助成を行う。

くらし・環境部 廃棄物リサイクル課

18
放置艇プレジャー
ボート対策（浜名湖）

二級河川浜名湖（都田川）等における、不法係留船や放
置艇のパトロール調査、放置艇や沈廃船の緊急移動・
撤去等を行う。

交通基盤部 河川砂防管理課

19 造林事業
森林を適切に管理するため、森林所有者等が行う森林
施業（保育、間伐等）を造林事業等により支援する。

経済産業部 森林整備課

20 治山事業
保安林の機能回復、強化を図るとともに、森林景観の改
善に努める。

経済産業部 森林保全課

21
静岡県森林景観形成
ガイドラインの普及啓
発

森林土木工事の設計者や民間事業者に対し情報提供
する。

経済産業部 森林保全課

22
都市山麓グリーンベ
ルト整備事業

竹林の拡大防止や植樹など、植林帯の維持や里山の保
全を定期的かつ永続的に実施する。

交通基盤部 砂防課

主要方策２

国内外に
誇れる
高質な

公共空間
を形成する

主要方策３

静岡の
景観を
全ての

地域から
底上げする
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平成29年度実績 評価 今後の予定 No

「静岡県津波避難標識指針」において、市町が整備する津波避難標
識の図記号や色、レイアウト等を統一するよう促している。
これにより、平成29年度に市町が整備した539基の津波避難標識の
うち、487基（９割）が当指針に準拠したものとなっており、沿岸部の
統一した景観形成に寄与している。

A
指針に準拠していない標識を設置した理由を分析したうえ
で、引き続き指針に基づく統一規格による標識の設置を
市町へ働きかける。

11

木材需要拡大庁内会議において見直しを行い、「“ふじのくに”公共
建築物等木使い推進プラン」を改定した。平成29年度の県産材利用
実績は、プランに掲げる目標を達成した。地域連絡会、県産材利用
講習会・セミナーを開催した。

A

「“ふじのくに”公共建築物等木使い推進プラン」に基づき、
県の率先利用を進め、市町等の取組を促進する。平成30
年度に「第2回ふじのくに木使い建築施設表彰」を行う。地
域連絡会、県産材利用講習会・セミナーを開催する。

12

不法投棄の撲滅等を図るため、不法投棄の監視パトロール等（通常
パト・夜間監視等：約170回、統一パト：2回、休日等委託パト：計230
回　等）を実施した。

A
不法投棄の撲滅等を図るため、不法投棄の監視パトロー
ル等を実施する。 13

廃棄物の不法投棄の未然防止に資する事業を実施する５市町に対
し、設置費用を助成した。 A

廃棄物の不法投棄の未然防止に資する事業を実施する
市町に対し、設置費用を助成する。

14

二級河川庵原川において、洗掘防止かつ水棲生物の生育環境に配
慮した根固工（石倉かご）を平成28年度末に完了したため、平成29
年度は、整備前後における水棲生物のモニタリング調査を地元住
民を中心とした団体、地元学生等と実施した。

A
多自然川づくり対象河川に対し、引き続き取組を推進する
とともに、県内の良い事例を他県へ広げるよう努める。

15

清水海岸等の６海岸において関係機関と連携した養浜等の侵食対
策を実施した。 B

引き続き、計画量の養浜の継続と必要最小限の構造物の
設置を実施する。

16

海岸漂着物等の回収・処理及び発生抑制を行う15市町に対し、環
境省の地域環境保全対策費補助金（海岸漂着物等地域対策推進
事業）を活用し、助成した。

A
海岸漂着物等の回収・処理及び発生抑制を行う市町に対
し、環境省の地域環境保全対策費補助金（海岸漂着物等
地域対策推進事業）を活用し、助成を行う。

17

H29年度は、（公財）浜名湖総合環境財団の協力により浜名湖のパ
トロールを実施し、23隻の放置艇を発見し、告知書の貼付けなどを
行った。

A
引き続きパトロールを実施し、放置艇・沈廃船が発見され
た場合には指導及び撤去等を行う。 18

森林整備（保育・除間伐）により、適切に管理された美しい森林
10,500万haを整備 A

平成30年度も同様に造林事業を通じて良好な景観形成を
図る。 19

荒廃山地の復旧や、過密林分における本数調整伐により、良好な
森林景観を形成した。 A

引続き、荒廃山地の復旧等により、良好な森林景観の形
成に努める。 20

森林土木工事や林地開発許可に当たり、森林景観形成ガイドライン
に配慮した事業実施を指導した。 A 引続き、森林景観形成ガイドラインの普及啓発を図る。 21

H29年度は、1渓流で管理道の整備や間伐作業を実施した。
また、管理協定を締結している地域住民団体（ＮＰＯ法人）と協働
で、植樹等のイベント、間伐や下草刈り等の作業会を年間を通じて
実施した。

A
引き続き、竹林の拡大防止や植樹など、植林帯の維持や
里山の保全活動を実施する。

22
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計画期間中（H29～H38）の
主な事業・取組予定

担当課部局名No 主要方策 事業・取組名

23
富士山麓不法投棄廃
棄物撤去事業費助成

富士山の世界文化遺産登録に係る構成資産及び緩衝
地帯（三保松原を除く。）並びに保存管理区域に不法投
棄され、残置された産業廃棄物の撤去に取り組む非営
利団体等に対して、助成を行う。

くらし・環境部 廃棄物リサイクル課

24
茶草場農法実践者の
応援制度の確立

茶草場農法応援企業の募集・登録及び、連携した作業
支援を行う。
茶草場農法の広報と実践者認定マーク入り商品のＰＲ
を行う。

経済産業部 お茶振興課

25
わさび田の保全と活
用

静岡わさび農業遺産推進協議会の活動を支援する。 経済産業部 農芸振興課

26
世界かんがい施設遺
産登録の支援

世界かんがい施設遺産登録を支援する。
世界かんがい施設遺産のＰＲを行う。

経済産業部 農地計画課

市町が策定する景観農業振興地域整備計画を支援す
る。

経済産業部
農地利用課
農地計画課
農地保全課

景観行政担当者会議等において、制度の周知等を行
う。

交通基盤部 景観まちづくり課

28
耕作放棄地対策の推
進

農業者が行う再生作業等の取組に対して支援する。
耕作放棄地の再生利用事例や手法を研究するためのシ
ンポジウムを開催する。

経済産業部
農業ビジネス課

農地計画課

29
（公財）静岡県グリー
ンバンク環境緑化事
業への支援

（公財）静岡県グリーンバンクが県民の協力を得て行う
環境緑化事業に対し助成する。

くらし・環境部 環境ふれあい課

30 街路整備事業
景観や環境に配慮した歩道舗装や照明、街路樹等を設
置する。
無電柱化を推進する。

交通基盤部 街路整備課

31 公園・緑化推進事業
市町が行う都市緑化に貢献する公園やその他緑化施設
の整備事業に対して補助を行う。

交通基盤部 公園緑地課

32
河川海岸環境整備事
業

瀬戸川保福島地区の親水公園整備及び大井川梅高地
区の親水公園整備等を実施する。

交通基盤部 河川海岸整備課

33 空家等対策
 県と全市町で構成する空き家等対策市町連絡会議によ
り情報提供を行なうとともに、特定空家対策の推進に取
り組む。

くらし・環境部

交通基盤部

住まいづくり課
建築安全推進課
景観まちづくり課

27
景観農業振興地域整
備計画の策定支援

主要方策３

静岡の景観
を全ての
地域から

底上げする
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平成29年度実績 評価 今後の予定 No

富士山の世界文化遺産登録に係る構成資産及び緩衝地帯（三保松
原を除く。）並びに保存管理区域に不法投棄され、残置された産業
廃棄物の撤去に取り組む非営利団体（２団体）に対して、助成した。

A

富士山の世界文化遺産登録に係る構成資産及び緩衝地
帯（三保松原を除く。）並びに保存管理区域に不法投棄さ
れ、残置された産業廃棄物の撤去に取り組む非営利団体
等に対して、助成を行う。

23

支援金獲得に繋げるセールスシート作成、作業応援ボランティア受
入サポート窓口設置、首都圏等広報10回、生物多様性貢献度（認
定）シール販売数 累計 300万枚

A
・協議会会員による企業訪問
・ボランティアの受入拡大による茶草場の維持・継承
・首都圏広報の継続による認知度向上

24

平成30年３月、「静岡水わさびの伝統栽培」が世界農業遺産に認定
された。 A

世界農業遺産の持続的な発展に資するため、多様な主体
の参画を促し、継承・保全・連携を柱に取組を展開する。 25

世界かんがい施設遺産のＰＲを行った。
（全国土地改良大会において、現地視察を実施した） A

引き続き、世界かんがい施設遺産のＰＲを行う。
登録を目指す施設がある場合、登録に向けた支援を行
う。

26

景観農業振興地域整備計画を策定する市町がなかった。
景観農業振興地域整備計画の策定を希望する市町に対
し支援を行う。

県内市町の景観担当者（約90名が参加）に対して、景観法等基礎知
識や県の景観施策等を説明する会議を開催し、その中で、景観農
業振興地域整備計画の周知を図った。また、市町の景観形成を支
援するマニュアルの中で、同計画の策定方法や先行事例を示し支
援することとした。

新たに景観担当となった市町職員を中心に、担当者会議
を開催し、景観農業振興地域整備計画の周知を図る。

平成29年度の耕作放棄地再生目標300ｈａに対して再生実績は
304haとなった。県耕作放棄地緊急解消促進事業により15ha、荒廃
農地解消保全管理農地等創出モデル事業による助成及び県による
県単独耕作放棄地解消基盤整備事業により4.7haの荒廃農地が解
消された。平成30年2月8日に、県民運動によ意識啓発を図り、耕作
放棄地シンポジウムをグランシップにおいて開催した。

A

平成30年度以降は、既存の補助事業を活用した荒廃農地
対策の取組推進に加え国庫補助を活用した県営経営体
育成基盤整備事業（荒廃農地解消型）を創設し、引き続き
荒廃農地再生の支援を行う。また、シンポジウム開催によ
る耕作放棄地対策の啓発を通じて、農村における良好な
景観形成に取り組んでいく。

28

以下の事業に対して助成を行った。
・緑化推進等の普及啓発と団体人材育成：育成管理指導を27箇所
で実施。
・緑化推進等に関する事業の実施と活動支援：緑化グループ等の活
動130団体、優良景観樹木保全事業24箇所、四季を彩る里山景観
づくり事業１箇所を支援。その他、芝生緑化促進事業を実施。

A
平成30年３月に策定した「静岡県緑化推進計画」に基づ
き、引き続き支援を実施する。

29

(都)沼津南一色線において、新たな区間の無電柱化工事に着手し
た。 A

引き続き(都)沼津一色線の無電柱化工事を推進するとと
もに、今年度、(都)西間門新谷線の無電柱化工事に着手
する。

30

市町が行う都市緑化に貢献する公園の整備事業に対して４市５公
園に助成を行った。 A

平成30年度は、市町が行う都市緑化に貢献する公園の整
備事業に対して３市６公園に助成を行う。 31

平成29年度は、９河川において緑地整備や遊歩道整備等を実施
し、河川空間を利用した憩いの場を創出した。 A

引き続き、県民の憩いの場、健康増幅の場を提供できる
よう、遊歩道・緑地・公園等の整備を推進する。 32

空き家等対策市町連絡会議を４回、「特定空家等」の判定に係る実
地研修会を２回開催する等、市町の空き家対策を支援した結果、新
たに８市町で「空家等対策計画」が策定されるとともに、浜松市が危
険な空き家に対する略式代執行を県内で始めて実施した。また官民
連携による「空き家に関するワンストップ相談会」を県内8箇所で開
催し、119組182件の相談に対応した。

A
空き家等対策市町連絡会議（年4回程度）を開催し、市町
に対して先進的な取組等の紹介を行うとともに、官民連携
によるワンストップ相談会を県内8箇所で開催する。

33

A 27
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計画期間中（H29～H38）の
主な事業・取組予定

担当課部局名No 主要方策 事業・取組名

34
富士山麓フロンティア
パーク小山造成事業

富士山麓フロンティアパーク 小山（小山湯船原工業団
地）の造成にあたり『富士山を借景にした森に佇む工業
団地』をコンセプトに、富士山の眺望確保のため、富士
山側の道路は電線地中化する。また、新たに設置する
緑地には潜在自然植生を尊重した樹種を選定し自然環
境との調和を図る。

企業局 地域整備課

35

市町の条例の策定や
運用に関する助言
工場緑化セミナーの
実施

随時の情報共有やアドバイスを行う。
市町と協働して、工場緑化や企業が行う環境活動に関
するセミナーや見学会を実施する。

経済産業部 企業立地推進課

36 連絡協議会の開催
「特別名勝富士山及び史跡富士山保存管理連絡協議
会」及び「名勝伊豆西南海岸保存管理連絡協議会」を定
期的に開催する。

教育委員会 文化財保護課

37
文化財の指定、整
備・活用の促進

県文化財保護審議会を開催する。
文化財指定に向けた調査を実施する。
国、市町の調査事業への助言・協力等を行う。
文化財保存費等の補助を行う。

教育委員会 文化財保護課

38
重要文化的景観の選
定支援

文化財担当者研修等において保護制度等を説明する。
市町調査事業への助言・協力等を行う。

教育委員会
交通基盤部

文化財保護課
景観まちづくり課

39
日本平・三保の松原
県立自然公園　公園
計画の見直し

公園計画の見直しについて、環境調査結果を基に関係
機関と調整を行う。

くらし・環境部 自然保護課

40

環境影響評価法や静
岡県環境影響評価条
例等に
基づく審査・指導

環境影響評価対象事業となる開発事業案件に対し、随
時審査・指導を実施する。

くらし・環境部 生活環境課

41
林地開発許可制度の
運用

林地開発許可の審査を通じて、良好な森林景観の維持
に努める。

経済産業部 森林保全課

42 建築協定の認可促進
住民主導の潤いのあるまちなみを整備するため、市町
への支援を行う

くらし・環境部 建築安全推進課

43
都市計画法の開発許
可を通じた景観形成
の誘導

市町への助言を行う。
開発審査会を開催する。

交通基盤部 土地対策課

44
工場立地法の制度活
用支援

届出を所管する市町への情報提供、運用に対するアド
バイスを行う。
工場緑化ガイドラインを更新し、事業者に優良な取り組
みを紹介する。

経済産業部 企業立地推進課

45
文化財保護法・条例
に基づく手続きの実
施

保護制度等の周知事業を実施する。
許可手続き等を適切に履行する。

教育委員会 文化財保護課

主要方策４

ありと
あらゆる
機会を

活用して
景観形成

に取り組む

主要方策３

静岡の景観
を全ての
地域から

底上げする
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平成29年度実績 評価 今後の予定 No

工業団地の造成にあたり、富士山の眺望ポイントになる範囲につい
て、電線地中化を進めた。 A

　周辺の自然環境との調和を図るため、本地に適した地
域由来の樹種を調査・選定し、工業団地全体で約
81,000m2に約44,000本の植樹を実施する。

34

市町からの工場立地法に関する問合せに対し、過去の事例などと
比較し運用に関する助言を行った。また、工場緑化に関するセミ
ナーを通し、産業振興と地域環境の調和の実現に向け工場緑化に
対する理解を深めた。

A
地域の自然環境と調和した工場立地を推進するため、「静
岡県工場緑化ガイドライン」による質の高い緑化の誘導、
市町・事業者向けのセミナーの開催等を引き続き行う。

35

平成30年３月５日、東京管区気象台を構成員に加え、「特別名勝富
士山及び史跡富士山保存管理連絡協議会」を開催し、文化財保護
に関する情報共有を図った。
平成30年１月26日、「名勝伊豆西南海岸保存管理連絡協議会」を開
催した。

A
平成30年度も「特別名勝富士山及び史跡富士山保存管
理連絡協議会」、「名勝伊豆西南海岸保存管理連絡協議
会」を開催し、必要な情報を共有する。

36

二俣城跡及び鳥羽山城跡（浜松市）が国指定史跡となった。平成29
年11月27日、平成30年３月21日に文化財保護審議会を開催し、４件
の文化財が県指定に至った。
保存･活用上修理が必要となるものは、文化財保存費等の補助を
行った。

A

歴史的・文化的価値が高いものについては国・県の指定
文化財として保護を図る。
文化財保護審議会を開催し、新たな県指定文化財の指定
に努める。
保存･活用上修理が必要となるものは、文化財保存費等
の補助を行う。

37

平成29年12月５日に市町の文化財景観行政担当を対象とした研修
会を開催した。 A

景観まちづくり課と連携を取りながら、引き続き重要文化
的景観の選定支援を行っていく。

38

自然公園区域の適正な管理を行うため、公園区域の変更を検討し、
地権者や関係機関等との調整を行った。 B 公園計画変更案を作成し、計画変更手続きを行う。 39

掛川風力発電事業、志太広域事務組合新ごみ処理施設(仮称)ク
リーンセンター整備事業、（仮称）御前崎港バイオマス発電事業につ
いて環境影響評価審査会を通じて審査・指導した。

A
今後も、案件ごとに環境影響評価審査会を通じて、景観を
含む環境の保全に十分に配慮して事業が実施されるよう
に審査・指導していく。

40

民間事業者に対する林地開発許可に当たり、法面の在来種による
緑化や、残置森林等の配置等を指導した。 A

 引続き、民間事業者に対して、法面緑化、残置森林の配
置等により、開発による景観阻害の軽減に努めるよう指
導する。

41

市町建築行政担当者を対象とした研修会を平成29年6月9日に開催
し、建築協定制度等の説明を行った。 A

住民主導の潤いあるまちなみを整備するため、引き続き、
市町への支援を行っていく。

42

市町が開発審査会に付議する際に提出する図書（「事業概要書」）
の記載事項「景観への配慮」に対して助言を行った。
開発審査会を５回開催した。

A 今後も平成29年度と同様の取組を行う。 43

工場立地法で一定規模以上の工場に設置が義務付けられている工
場敷地内の緑地について、規定の面積率の維持や適正な配置を指
導することで、産業振興と地域環境の両立を図った。

A
工場立地法に基づく事務処理は、県内市町に権限委譲さ
れているため、県は市町における運用面でのサポートを
引き続き行う。

44

平成29年４月28日に市町文化財行政担当者研修会を実施し、文化
財保護制度、文化財保護法に基づく適正な手続き等を説明した。 A

文化財の価値を損ねる行為等が発生しないよう、引き続
き研修会等を通じて適正な文化財保護行政の実施を指導
していく。

45
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計画期間中（H29～H38）の
主な事業・取組予定

担当課部局名No 主要方策 事業・取組名

46
農村の魅力フォトコン
テストの実施

農村景観等の魅力をＰＲし、保全活動の啓発を図る。 経済産業部 農地保全課

47
「花の都しずおか」づ
くりの推進

花や緑に関する講座やコンクールを開催する。 経済産業部 農芸振興課

48
緑化優良工場等表彰
の推薦

県内で先進的な緑化や環境活動に取り組む工場を、経
済産業省等の表彰に推薦する。

経済産業部 企業立地推進課

49
調査研究成果等を踏
まえた情報提供

調査研究成果等を基に、富士山世界遺産セミナーや企
画展等を開催する。

文化・観光部 世界遺産センター整備課

50
「水の都しずおか」の
推進

県ＨＰにより「水の都しずおか」に関する情報発信を行
う。

くらし・環境部 政策監付

51 県産材利用促進

県産材PRイベントへの出展及び、出展支援を行う。
webサイト「木使いネット」による情報発信を行う。
木工工作コンクールを実施している団体への補助及び
知事賞、部長賞の表彰を行う。

経済産業部 林業振興課

52
文化財クローズアッ
プ

県内の文化財と気軽に触れ合える機会として講演会や
シンポジウムを開催する。

教育委員会 文化財保護課

53
観光人材育成講座の
開催

景観づくりに関する講座を、静岡文化芸術大学に委託し
て実施する「観光人材育成講座」の一部として実施す
る。（H29年度）

文化・観光部 大学課

54
総合的な学習の時間
等をとおした実践

市町において、地域のひと、もの、こととの関わりを生か
した総合的な学習の時間の実践を行う。

教育委員会 義務教育課

55 「地域学」推進事業

指定校（平成29年度、県立松崎高校等10校）において地
域学の学習活動を推進する。
富士山や伊豆半島ジオパークにおいてフィールドワーク
を実施する。

教育委員会 高校教育課

56
しずおかアダプト・
ロード・プログラム

快適な道路空間を創出するために、地域住民や企業な
どの道路清掃や美化活動を支援する。

交通基盤部 道路保全課

57 リバーフレンドシップ
地域住民や利用者等の清掃や除草等の河川美化活動
を支援する。

交通基盤部
河川企画課

河川海岸整備課

主要方策５

自立した
持続性の
ある県民・

事業者
に根ざした
景観形成
を進める
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平成29年度実績 評価 今後の予定 No

県民に農山村景観保全の必要性周知を図るため、ラジオや広報誌
等による情報発信により、幅広く写真を募集。特に若い世代への周
知を図るため、県内高校写真部や大学等へ案内した。その結果、８
００点を超える応募があり。その中から入賞作品５０点を選出。ま
た、入賞作品の展示を通じて、農山村景観の魅力を発信した。

A
入賞作品の展示やフォトコンテスト開催を通じて、県民に
対し農山村の景観の魅力及び保全の必要性について周
知する。

46

県民の花緑の利活用をすすめ、「花の都しずおか」づくりを推進する
ため、「ふじのくに花の都しずおか・花緑コンクールを実施した。その
結果、計104点の応募があり、うち38点を庭園デザイナー石原和幸
氏を審査員長とする審査会で選出した。また入賞花壇等は、優良事
例集として広く県民に情報発信した。

A
花や緑に関する講座やコンクール等の開催を通じて人材
を育成し、暮らしの様々な場面で花と緑があふれるふじの
くに「花の都しずおか」づくりを推進する。

47

工場緑化の優れた取組に関して、大臣賞1件、局長賞1件、会長賞2
件の計4件の推薦を行い、各賞で受賞した。また、3賞の受賞件数合
計は70件で全国1位である。

A
工場緑化の優良事例について、表彰制度に基づく推薦を
引き続き行うことで、工場緑化の推進をしていく。 48

「芸術の源泉」として、富士山の景観は数多の芸術作品を産み出し
ており、そのような富士山の普遍的な価値を後世に守り伝えていく
ための調査研究を実施し、その成果を県民に公開するため、世界遺
産セミナーを開催した。

A

世界遺産富士山に係る情報提供の拠点施設として富士山
世界遺産センターを運営し、富士山の歴史、文化等の調
査研究や、調査研究成果を活用した展示やセミナー等を
開催していく。

49

県HPにより「水の都しずおか」に関する情報発信を行い、恵み豊か
な水資源を次世代に継承するよう、水環境の保全を呼び掛けた。 A

引き続き、県HPにより「水の都しずおか」に関する情報発
信を行い、恵み豊かな水資源を次世代に継承するよう、水
環境の保全を呼び掛ける。

50

関係団体への補助等により、県産材をＰＲするイベントへの出展支
援、木工工作コンクールの実施支援、知事賞・部長賞の表彰を行っ
た。Webサイト「木使いネット」による情報発信を行った。

A

関係団体への補助等により、県産材をＰＲするイベントへ
の出展支援、木工工作コンクールの実施支援、知事賞・部
長賞の表彰を行う。Webサイト「木使いネット」による情報
発信を行う。

51

平成29年10月９日に沼津市で文化財の見学会、講演会を実施し、
135人の参加があった。アンケートの結果はほぼ全員が満足したと
の回答。

A
平成30年度も実施し、文化財と触れ合える機会を提供し、
県民の文化財に対する理解と関心を深める。 52

静岡文化芸術大学において、「都市の遺構とデザイン」をテーマに、
建築家の長坂大氏を講師に迎え、使われなくなった都市インフラ等
の再活用による観光資源の創出についての講演を行い、観光関係
者など６０名が参加した。（平成30年１月27日）

A
Ｈ30年度は計画なし
（観光人材育成講座は開催するが、景観づくりをテーマと
するものではない。）

53

各学校の総合的な学習の時間において、地域の人々の暮らし、自
然や文化等、児童生徒を取り巻く環境に目を向けたテーマを設定
し、創意工夫を生かした学習活動を行った。

A
市町において、地域のひと、もの、こととの関わりを生かし
た総合的な学習の時間の実践を継続して行う。

54

県立高校10校を指定し、地域の歴史や文化を学び、地域づくりに参
画するような活動に対して学校全体での実施を支援した。平成30年
３月に各校の実践を報告書にまとめて全県立高校に配布した。ま
た、８月には、県内高校生（58人）を対象に、伊豆半島ジオパーク協
議会及び富士砂防事務所の協力の下、富士山宝永火口や大沢扇
状地の見学と防災対策についてフィールドワークを実施した。

A
平成30年度も10校を継続して指定し、年度末には報告書
を全県立高校に配布する。フィールドワークは、8月に伊豆
半島の自然環境及び防災をテーマに実施する。

55

快適な道路空間を創出するために、地域住民や企業等の道路清掃
や美化活動を支援した。
（団体数：171団体、活動人数：9,176人）

A
引き続き、快適な道路空間を創出するために、地域住民
や企業等の道路清掃や美化活動を支援する。 56

H29年度は29団体と新たに同意書を締結して、河川美化活動に取り
組んでいただいた。 A

引き続き、地域住民や利用者等の清掃や除草等の河川
美化活動を支援する。 57
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計画期間中（H29～H38）の
主な事業・取組予定

担当課部局名No 主要方策 事業・取組名

58
しずおかポートサ
ポーター

地域住民等が行う港湾・漁港環境整備施設の美化や維
持管理、係留施設等における簡易な目視による点検、
港湾・漁港施設等を活用した環境学習や啓発活動等を
支援する。

交通基盤部 港湾企画課

59

一社一村しずおか運
動
ふじのくに美農里プロ
ジェクト

取組活動組織、範囲の拡大を図る。 経済産業部
農地保全課
農地整備課

60
道路協力団体制度の
活用

道路の維持管理や利便性向上につながる活動に積極
的に取り組む民間団体等を、「道路協力団体制度」を活
用し、支援する。

交通基盤部
道路企画課
道路保全課

61
日本風景街道の取組
促進

国や関係市町との連携を密にした、地域主体の活動に
参加し、広報などの側面支援を実施する。

交通基盤部 道路企画課

62
河川海岸愛護団体等
活動事業（補助金）

引き続き、県内の市町に対し、河川海岸愛護事業費補
助金の交付を行う。

交通基盤部 河川砂防管理課

63
沼津港みなとまちづく
り推進計画への取組

平成29年度まで、官民の関係者が参加する沼津港まち
づくり会議及びプロデュースチームのワークショップにお
いて、取組み内容を纏め整備方針に反映させる。
それ以降、機能再編として物流機能の移転、緑地整備、
施設整備を進めていく。

交通基盤部 港湾企画課

主要方策５

自立した
持続性の
ある県民・

事業者
に根ざした
景観形成
を進める
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平成29年度実績 評価 今後の予定 No

各認定団体の活動に必要な道具等の支給や活動に対する保険加
入の負担を行っている。 A 継続して、各団体の環境学習や美化活動の支援を行う。 58

【一社一村しずおか運動】
新たに２の活動を認定し、平成29年度末時点で32の農山村地域と
36の企業による39の活動を認定。
一社一村しずおか運動による農山村景観保全に関わる取組等を紹
介する広報誌を２回発行し、県民に周知を図った。

【ふじのくに美農里プロジェクト】
ふじのくに美農里プロジェクトでは、活動組織数がH28年度末では
226、H29年度末では232となり、取組が拡大している。

A

農山村と企業等との協働による農山村の景観保全を推進
するため、マッチングを図っていく。

更なる取組活動組織の拡大を目指す。

59

「道路協力団体」の指定条件を満たす団体や活動はなかった。 -
道路の維持管理や利便性向上につながる活動に積極的
に取り組む団体を「道路協力団体制度」を活用し、支援す
る。

60

地域主体の活動に参加し、「日本風景街道」の取組に対して側面支
援を行った。 A

引き続き、国や関係市町と連携し、「日本風景街道」の取
組を推進する。 61

H29年度は、河川海岸愛護活動を実施した31市町に18,999千円の
補助を行った。 A 引き続き、愛護活動を実施した市町への補助を行う。 62

沼津港内港北側の多目的広場整備にあたって必要となる観光バス
の受け入れ方法の変更について、実証実験を行い、乗降ルールを
定め、Ｈ30.4から新たな観光バス受け入れ方法に移行。

A

内港北側の多目的広場の設計を実施するとともに、内港
東側の浮桟橋の整備を進める。
また、内港西側の緑地整備について、民間活力を活用し
た整備手法について検討を行う。
整備の過程で、統一感のある良好な環境の形成に配慮し
ていく。

63
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 行動計画 No １ 

事業・取組名 定点観測地点からの展望景観の観察 
主 要 方 策 広域景観形成をさらに加速させる 
部 局 名 文化・観光部 担 当 課 富士山世界遺産課 

内 容 

（１） 事業・取組の概要 

地元市町による県内 11箇所における定点観測により、視界に入り込む阻害

要因について把握する。 

（２） 平成 29 年度の実績・成果 

定点観測地点からの展望景観に係る阻害要因は確認されず、その内容は、

平成 28 年度経過観察指標に係る年次報告書として平成 30 年 3 月開催の富士

山世界文化遺産協議会において承認された。 

（３） 実績・成果における要因分析 

 文化財保護法や自然公園法等による各種規制や 

市町の景観条例等による開発の規模・位置に対す 

る制御に効果のある行政手続の充実により、良好 

な展望景観が保たれている。 

（４） 今後の予定 

今後も引き続き経過観察を実施することで、 

展望景観の阻害要因を早期に把握し、負の影響を 

未然に防止する。 

 
 行動計画 No ６ 

事業・取組名 日本平山頂シンボル施設の整備 
主 要 方 策 国内外に誇れる高質な公共空間を形成する 
部 局 名 文化・観光部 担 当 課 観光政策課 

内 容 

（１）事業・取組の概要 

 文化財保護法、県立自然公園条例及び静岡市景観条例に沿って眺望施設を

整備する。 

（２）平成 29年度の実績・成果 

 平成 29年 6月に文化財保護法（名勝日本平の現状変更）の許可を受け、10

月から工事に着手した。 

（３）実績・成果における要因分析 

 文化財保護法許可申請に当たり、法令等の遵

守や景観配慮等について、静岡市と緊密に連携

し文化庁との協議を重ねたことにより、工事に

着手することができた。 

（４）今後の予定 

 平成 30年 11月に施設整備が完成し、開館する予定。 
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 「地域学」推進事業 

 
１ 主要方策 

  自立した持続性のある県民・事業者に根ざした景観形成を進める。 

 

２ 事業名 

  「地域学」推進事業 

 

３ 要旨 

(1) 地域学とは 

地域の自然、人、事象などを学ぶことによって、郷土観を確立し、ひいては地域活性

化や地域づくりを図っていく学習活動。 

 (2) 目的 

地域を理解し、地域に貢献する人材を育成するため、伊豆ジオパーク、富士山、浜名

湖等、学校周辺地域の特色を生かした学習活動を推進する。 

静岡県には、伊豆半島と富士山がある。伊豆半島は日本ジオパークに認定され、平成

30年４月に、ユネスコから世界ジオパークの認定がされた。また、富士山は世界文化遺

産に登録されている。 

将来の静岡県を担う高校生がこの魅力を再確認し、郷土に今まで以上に誇りをもち、

その魅力を発信していくことをこの事業は支援していく。 

 

４ 平成 29年度事業実績 

  指定校は、県立松崎高校、県立伊豆総合高校、県立裾野高校、県立吉原高校、県立駿河

総合高校、県立相良高校、県立池新田高校、県立横須賀高校、県立小笠高校、県立天竜

高校春野校舎の計10校とする。 

(1) 指定校の取組 

ア 授業、特別活動等 

地域の魅力の再確認と発掘 

イ 大学、研究施設との連携 

大学の教員や研究者による講義、実験及びフィールドワークによる学術的な学び 

ウ 部活動、生徒会等 

地域の魅力を広報する方法の検討、教材等の開発 

(2) フィールドワーク 

 実施場所 富士山 

開 催 日 平成29年８月10日（木） 

内  容 宝永火口及び大沢扇状地等の見学等により、富士山の自然環境及び防災を

理解する。（参加者58人） 

 (3) 地域学冊子の作成 

指定校10校の活動についてまとめた冊子を全県立高校に配布した。 

 

５ 成果・課題 

 地域の人材や行政の支援等を上手に活用しながら、大変充実した取組を実践できた。指

定校は、これまでの地域との関わりを通して、学校と地域の間で信頼関係ができているた

め、連携がとりやすい。そのため、生徒達が、地域の文化や景観等の理解や地域課題解決

に向けた活動を行う際に、地域住民や行政の協力を得やすい。今後も指定校の取組を県立

高校に周知し、指定校以外でも同様の取組が行われるよう支援していく。 

主要方策５ 自立した持続性のある県民・事業者に根ざした景観形成を進める 

55 「地域学」推進事業  教育委員会高校教育課 
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 フィールドワークについては、伊豆半島ジオパーク推進協議会や国土交通省富士砂防事

務所の協力を受けながら、講師の適切な指導により、富士山の地形の成立や大沢崩れ付近

の土砂災害防止のための取組などを知ることができた。伊豆ジオパーク推進協議会と富士

砂防事務所には数年間講師等を依頼しており、連携が図られている。 

 

６ 平成 30年度事業計画 

(1) 指定校の取組 

ア 授業、特別活動等 

地域の魅力の再確認と発掘 

イ 大学、研究施設との連携 

大学の教員や研究者による講義、実験及びフィールドワークによる学術的な学び 

ウ 部活動、生徒会等 

地域の魅力を広報する方法の検討、教材等の開発 

(2) フィールドワーク 

実施場所 伊豆半島 

開 催 日 平成30年８月21日（火）参加予定者 106人 

内  容 伊豆半島の見学等により、伊豆地域の自然環境及び防災を理解する。 

(3) 地域学冊子の作成 

指定校10校の活動についてまとめた冊子を全県立高校に配布する。 

 

 

フィールドワーク（富士山） フィールドワーク（大沢扇状地） 

棚田の保全活動（松崎高校） ジオパーク活動（伊豆総合高校） 
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３ その他の事業・取組  

 
行動計画は、景観形成を推進する上で、進捗管理が求められる主な事業・取組で

構成されていますが、景観形成につながる事業・取組は多岐にわたります。 

そこで、行動計画に位置付けられている事業・取組以外で、景観形成に関連する

各部局の事業・取組 ※を示します。 

 
 
№ 事業・取組名 部局名 担当課 

1 
本庁舎の環境美化及び本館窓辺の草花

設置事業 
経営管理部 管財課 

2 吉原林間学園改築整備事業 健康福祉部 こども家庭課 

3 
景観に配慮した交通安全施設の整備に

ついて 
警察本部 交通規制課 

※平成 30年度に実施中の事業・取組も含みます。 
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本庁舎の環境美化及び本館窓辺の草花設置事業 

（経営管理部管財課） 

 

１ 本庁舎の環境美化 

     県庁舎の環境美化を図るため、平成 18年 11月から福祉施設が栽培した花を県庁に

設置している。 

(1) 花プランターの設置数と設置箇所 

各福祉施設から 30鉢購入し、ローテーション（約 1.5ヶ月）により、本館正

面玄関前へ設置している。 

(2) 花プランターの供給 

県内福祉施設に栽培を依頼し、これを購入する。 

(3)  平成 30年度の設置計画（29年度と同じ） 

 施設名 設置実績 

１ 社会福祉法人藤枝すみれ会 南部すみれの家 ４月下旬から約２ヶ月間 

２ 社会福祉法人富岳館 アークビレッジ富岳 ５月下旬から約２ヶ月間 

３ 特定非営利活動法人 のぞみ作業所 ７月上旬から約２ヶ月間 

４ 社会福祉法人ステップ・ワン ８月下旬から約２ヶ月間 

５ 社会福祉法人草笛の会 だいとう作業所 10月中旬から約２ヶ月間 

６ 社会福祉法人福浜会 はまぼう 11月中旬から約２ヶ月間 

７ 社会福祉法人庵原福祉会 さくらワーク １月中旬から約２ヶ月間 

８ 社会福祉法人遠江学園 ひくまの ２月中旬から約２ヶ月間 
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２ 本館窓辺の草花設置事業 

県民の親しみ易い県庁とするため、また、県民の環境美化・緑化運動の啓発を図るため、

平成７年１月４日から本館正面窓辺等に草花を設置している。 

(1)  草花の設置箇所とプランター設置数 

本館２～４階の窓（80窓）、本館正面玄関等。 

（1回あたり 160鉢） 

(2)  草花の供給 

農林大学校及び県下農業高校（11校）に栽培を依頼し、これを購入する。 

(3) 平成 30年度の設置計画 

設置期間 草花の種類 供給校 

４月下旬～６月 ベゴニア 静岡農業高校、浜松湖北高校 

７月中旬～９月 サフィニア 浜松大平台高校、天竜高校、農林大学校 

10月中旬～11月 ベゴニア 下田高校南伊豆分校、富岳館高校、遠江総合高校 

12月中旬～１月 カレンジュラ 田方農業高校、藤枝北高校 

２月中旬～４月 パンジー 磐田農業高校、小笠高校 

(4) 草花の日常管理 

潅水等日常の管理は、原則として当該窓辺の各課職員が行う。ただし、閉庁日につ

いては、業者に業務委託している。 

なお、プランター残土処理は、平成８年度から業者(平成 30年度は森荘造園（株）)

に委託している。 
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吉原林間学園改築整備事業 

 （健康福祉部こども未来局こども家庭課） 

１ 要 旨 

吉原林間学園は児童福祉法に規定される児童心理治療施設である。昭和 57 年の

改築後 30 年余りが経過し老朽化した施設を移転改築し、居室の個室化等により、

入所児童の生活環境の改善を図る。 

 

２ 現施設と新施設の比較 

区  分 現 施 設 新 施 設 

所 在 地 富士市大淵 富士市厚原 

開設年度 昭和37年度（昭和56～57年度改築） 平成 30年度末（予定） 

入所定員 50人（小学生 30人、中学生 20人） 同左 

敷地面積 13,088㎡ 16,400㎡ 

延床面積 3,698.54㎡ 4,454.07㎡ 

機  能 
・入所児童の心理治療、生活指導 

・退所後支援 

現施設の機能に加えて 

・小規模ユニットケア化 

・児童精神科外来診療所の付置 

 

３ 景観に関連する取組 

（１）建物デザインの基本的な考え方 

施設の外側には、安定感や落ち着きをイメージさせ、周辺景観に溶け込みやす

いブラウン系の外装材を採用し、内側には、富士山を背景に緑や空に映えるアイ

ボリー系の外装材を採用している。 

（２）専門家による景観検討 

  ア 日時 平成 30年４月 16日（月）10時～ 

  イ 招聘委員 加藤幸枝委員（静岡県景観懇話会公共空間高質化専門部会委員） 

  ウ 委員からの主な意見 

予算が限られた中で外装材の見せ方や設計者の考え方がよく反映されてお

り、現行の案で問題ない。 

（３）外観イメージ 
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景観に配慮した交通安全施設の整備について 

 警察本部交通部交通規制課 

１ 色彩 

  公安委員会が整備する交通安全施設については、交通の安全と円滑を目的に設置しており、

信号機の一部及び大型標識の柱の色彩については、景観への配慮から「ふじのくに色彩・デ

ザイン指針」に基づきダークブラウン色を採用している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 統合柱 

  道路管理者等の関係機関と調整・連携し、機能 

 が異なる道路附属物（信号機、照明等）を一体化し 

ている。 
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ふじのくに景観形成計画進捗状況評価レポート 
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